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糊熟期に収穫したイネＷＣＳでも 

黄熟期と変わらない乳生産が可能 
 

イネ WCS の収穫適期は TDN 収量やサイレージ発酵に適した水分含量などの観点から黄熟

期とされ、乳牛への給与試験も黄熟期収穫が中心となっています。しかし、早場米生産地では

初秋には用水が止まることから、乳熟期～糊熟期で収穫調製することが多く、その場合イネ

WCS は水分が高く、発酵品質を示すＶスコアが低い傾向があります。そこで、千葉県畜産総

合研究センターでは、糊熟期、黄熟期に収穫したイネ WCS を泌乳牛に給与し、採食性、乳生

産、消化性等に及ぼす影響を検証したので紹介します。 

☆ 技術の概要 

１．粗飼料として輸入乾草を用いた区（乾草区）、乾草区のイネ科乾草の半量を糊熟期に収穫

したイネ WCS（品種：「ちば 28 号」）に置き換えた区（糊熟区）、同じく黄熟期に収穫した

イネWCS（品種：「コシヒカリ」）に置き換えた区（黄熟区）の３区を設け、泌乳中期牛９頭

を供試し、TMRに調製した飼料を用いて泌乳試験を実施しました。 

２．糊熟期は黄熟期よりも水分が高いが、イネWCSの発酵品質は糊熟期と黄熟期で差がなく、

Ｖスコアも良好な値でした。乾物消化率やデンプン消化率は黄熟区で有意に低い値を示し、

熟期が進むに従い消化率が低下することが示唆されました。 

３．飼料摂取量および乳量は各区で有意な差は見られなかったが、乳成分は乳中尿素窒素にお

いて、イネWCS給与の黄熟区と糊熟区が高い値を示しました。 

４． 血液性状は、各区ともおおむね正常値の範囲内でしたが、尿素窒素が乳中と同様に、黄

熟区と糊熟区で高い値を示しました。また、糊熟区は、ケトン体が高い値を示しました。 

 

☆ 活用面での留意点 

今回のイネ WCS の発酵品質は良好でしたが、糊熟期では水分含量が高くなるため、収穫調

製管理を適切に行い発酵品質に注意する必要があります。詳しくは、千葉県畜産総合研究セン

ター乳牛肉牛研究室川嶋賢二（TEL：043-445-4511）にお問い合わせください。 

   （日本政策金融公庫農林水産事業本部 テクニカルアドバイザー 加茂幹男） 

表１飼料摂取量と乳生産 表２飼料消化率 


